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Abstract.  Based on the literature published between 1898 and 2011, a checklist is 
compiled for the following 11 nominal species and two unidentified species of the 
copepod family Lernanthropidae from Japanese fishes: Lernanthropinus sauridae, 
Lernanthropinus sphyraenae, Lernanthropus atrox, Lernanthropus belones, Lernanthropus 
chrysophyrs, Lernanthropus cornutus, Lernanthropus gisleri, Lernanthropus seriolae, 
Lernanthropsis mugilii, Mitrapus heteropodus, Sagum epinepheli, Lernanthropus sp. 1, and 
Lernanthropus sp. 2. This checklist contains information for each lernanthropid species 
regarding its host(s), attachment site, known geographical distribution in Japanese 
waters, and references.   
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 (要約)

　1898-2011年に出版された文献に基づき，日本産魚類から記録された以下のヒトガタムシ科カイアシ類11

種および未同定種2種に関する情報 (異名リスト，宿主，寄生部位，地理的分布，文献)を種ごとに整理し
た：ツバサヒトガタムシ(新称) Lernanthropinus sauridae, マルツバサヒトガタムシ (新称) Lernanthropinus 

sphyraenae, タイノヒトガタムシLernanthropus atrox, サガミヒトガタムシ (新称) Lernanthropus belones, クロ
ダイノヒトガタムシ (改称)  Lernanthropus chrysophyrs, ダツノヒトガタムシ (新称)  Lernanthropus cornutus, 

ニベノヒトガタムシ (新称) Lernanthropus gisleri, ブリノヒトガタムシ (改称) Lernanthropus seriolae, シ
シドヒトガタムシLernanthropsis mugilii , アシナガヒトガタムシ(新称) Mitrapus heteropodus, ヨロイヒ
トガタムシ(新称) Sagum epinepheliおよび未同定種Lernanthropus sp. 1とLernanthropus sp. 2. また，
Lernanthropinus，Lernanthropsis，Mitrapus，Sagumの各属にツバサヒトガタムシ，シンヒトガタムシ，アシナガ
ヒトガタムシ，ヨロイヒトガタムシの新標準和名を提唱した．今後の研究課題として，亜熱帯海域におけるヒトガ
タムシ類相に関する研究のほか，各種の生態や生活史研究の必要性を述べた．
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はじめに

ヒトガタムシ科Lernanthropidae (以下，ヒト
ガタムシ類)  はカイアシ亜綱管口目に属する
甲殻類である (Kabata, 1979a; Boxshall & Halsey, 

2004 ) ．本科には2004年に148種が知られ，魚
類に寄生するカイアシ類のなかでは大きなグ
ループである (Boxshall & Halsey, 2004) ．ヒト
ガタムシ類は例外なく海産硬骨魚類の鰓に寄生
する．わが国では，タイ科やボラ科，アジ科，
ハタ科など水産上重要な魚類に寄生することが
知られている．また，わが国では養殖魚にヒト
ガタムシ類が寄生したことが知られていない
が，外国ではそうした事例が知られている (例
えばManera & Dezfuli, 2003) ．
日本産ヒトガタムシ類に関しては，宍戸 

(1898) によって最初の報告がなされ，Yamaguti 

(1963) はモノグラフのなかで過去の知見を整理
した．しかし，その出版から多くの年数が過
ぎ，新たな知見が蓄積されている．そこで本目
録では，日本産ヒトガタムシ類の既知全種 (11

種と未同定種2種) について，1898-2011年に出
版された文献を整理して，各種の情報を目録と
して示した．
本目録では，各属をアルファベット順に並

べた後，各属では種小名のアルファベット順に
各種を記述した．標準和名と最新の学名をまず
記し，異名リストと宿主，寄生部位を示したあ
と，地理的分布を示した．異名リストに示した
学名はわが国で用いられたものに限り，これを
欠くものは異名での報告がわが国にないことを
示す．各異名の直後には，それらを報告した著
者名と出版年を示した．宿主である魚類は，中
坊 (2000) が示した分類体系に従って配列し，
標準和名と学名を記した．この際，過去の論文
で現在の和名と学名と異なるものが使われた
場合には括弧内にそれを記した．地理的分布
に関する情報は海域 (北太平洋，日本海，瀬戸
内海，東シナ海) ごとに整理し，都道府県名を
含む詳細な採集地と出典情報 (著者名と出版年) 

を示した．都道府県名は北から南に順に配列し
た．原典に詳細な採集地の情報を欠く場合には
「－」で示した．備考では，新標準和名や改称
の提案根拠や当該種に関する情報などを記し
た．なお，国際動物命名規約第4版 (動物命名
国際審議会，2000) に従って，種小名，異名リ
ストなどの用語を本目録で用いた．
ヒトガタムシ類の分類に関してはYamaguti 

(1963) ，Kabata (1979a) ，Boxshall & Halsey 

(2004) によるモノグラフが有用である．また近
年，台湾でヒトガタムシ類の分類学的研究が
精力的に行われ (Ho et al., 2008, 2011; Liu et al., 

2009a, 2009b) ，その記述には日本産種に関する
情報も多く含まれている．中国と韓国のヒトガ
タムシ類についてはSong & Kuang (1980) とKim 

(1998) からそれぞれ情報を得ることができる．
加えて，ヒトガタムシ類の多くは暖海性魚類に
寄生するのでインド洋から多くの種が記載さ
れ，その知見をまとめたPillai (1985) も有用で
ある．

日本産ヒトガタムシ科カイアシ類の目録

カイアシ亜綱
Subclass Copepoda Milne Edwards, 1830

新カイアシ下綱
Infraclass Neocopepoda Huys & Boxshall, 1991

管口目（シフォノストム目）　
Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835

本目を管口目 (シフォノストム目) と呼ぶ経緯
については長澤ら (2010) を参照されたい．わ
が国で出版された学術論文・図鑑・教科書等
では，ヒトガタムシ類はウオジラミ目 Caligoida  

(または Caligoidea) に含まれていた (Yamaguti, 1936, 

1939; 椎野 , 1964, 1965, 1969, 1979; 内田 , 1972) ．
また『岩波生物学辞典』 (山田ら , 1960) でヒトガ
タムシ属は Dichelestia亜目に入れられていたが，
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本辞典第 2版以降には記述がない．

ヒトガタムシ科
Family Lernanthropidae Kabata, 1979

本科は，ハナガタムシ科 (アントソーマ科) 

Anthosomatidaeに含まれていた5属 (Lernanthropus，
Lernanthropodes, Norion, Aethon, Sagum) を対象に，
Kabata (1979) によって創設された．このため，従
来わが国で出版された学術論文や図鑑等では
Lernanthropus属や本属のシシドヒトガタムシや
タイノヒトガタムシはハナガタムシ科に含まれ
ていた (Yamaguti, 1936, 1939; 山口 , 1947; Shiino, 1955; 

椎野, 1957, 1965, 1979; Yamaguti & Yamasu, 1959; 内田 , 

1972; 西村 , 1983) ．新たに創設された本科に対し
て，稲葉 (1988) がヒトガタムシ科の名称を用いた
ので，本目録もそれに従う．

ツバサヒトガタムシ属（新称）
Genus Lernanthropinus Do, 1985

本属の新標準和名については，下記のツバサ
ヒトガタムシの備考を参照のこと．

ツバサヒトガタムシ（新称）
 Lernanthropinus sauridae Do, 1985

　宿主：トカゲエソ Saurida elongata

　寄生部位：鰓 

　地理的分布：瀬戸内海 (岡山県児島湾：Ho & 

Do, 1985)

　備考：本種の新標準和名は，背板後方部が一
対の翼 (つばさ)のように見えることに因む．今
のところ，本種はわが国でのみ知られている．

マルツバサヒトガタムシ（新称）
Lernanthropinus sphyraenae

(Yamaguti & Yamasu, 1959)

異名リスト：Lernanthropus sphyraenae Yamaguti 

& Yamasu, 1959 (Yamaguti & Yamasu, 1959)

宿主：アカカマス Sphyraena pinguis

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (神奈川県相模湾：
Yamaguti & Yamasu, 1959)

備考：本種の新標準和名は，背板後方部にあ
る翼状部後端が丸いことに因む．本種は最近，
台湾で再記載された (Ho et al., 2008)． 

ヒトガタムシ属
Genus  Lernanthropus de Blainville, 1822

本属は椎野 (1964, 1969)によって「ヒトガタ
ムシ」と記された．

タイノヒトガタムシ
Lernanthropus atrox Heller, 1865

異名リスト：Lernanthropus sp. (市原ら， 1965)

宿主：クロダイ Acanthopagrus schlegelii，マダ
イ Pagrus major (=Chrysophrys major, Pagrosomus 

major, Pagrosomus unicolar)，イボダイ Psenopsis 

anomala

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (東京湾，神奈川県
相模湾：宍戸 , 1898；神奈川県相模湾：市原
ら，1965；三重県桃取：Shiino, 1955；三重県
津：Shiino, 1959)，日本海 (新潟県達者：Ho & 

Do, 1985；新潟県佐渡近海：Honma & Kitami, 

1995)，瀬戸内海 (－：Yamaguti, 1936)

備考：本種は，当初「たいのれるなんすろ
ぱす」と呼ばれた (宍戸 , 1898)．しかし，椎野
(1965, 1979)は本種の和名を「たいのひとがた
むし」と記したので，本目録でもそれに従う．
Ho & Do (1985)は，市原ら (1965)がイボダイか
ら得た Lernanthropus sp.を本種とみなした．本
種はオーストラリア産タイ科魚類から記載さ
れたものであり，同国において多くの記録が
ある (例えば Kabata, 1979b; Roubal, 1981; Roubal 

et al., 1983; Byrnes, 1988; Byrnes & Rohde, 1992)．

ヒトガタムシ科カイアシ類の目録
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中国 (Song & Chen, 1976; Song & Kuang, 1980)と
極東ロシア (Markevitch & Titar, 1978)からも記
録がある．同じタイ科魚類に寄生するヒトガタ
ムシ類でも，後述するクロダイノヒトタガタム
シはクロダイ属魚類に特異的に寄生するが，本
種の宿主特異性はそれほど厳密ではないようで
ある．図鑑に本種に関する解説がある (椎野 , 

1965, 1979)．

サガミヒトガタムシ（新称）
Lernanthropus belones Krøyer, 1863

宿主：ダツ Strongyluna anastomella 

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (神奈川県相模湾：
Cressey & Collette, 1970)

備考：本種は，相模湾から報告されたことに
因み「サガミヒトガタムシ」の新標準和名を提
案する．Ho & Do (1985)は，Cressey & Collette 

(1970)によって相模湾産ダツから本種が得られ
たとする記録には不確かな面があるとして認め
ていない．本種は南北太平洋，南北大西洋，イ
ンド洋の熱帯・亜熱帯水域および温帯南部水
域に広く分布する (Cressey & Collette, 1970)．近
隣では中国から記録がある (Cressey & Collette, 

1970)．

クロダイノヒトガタムシ（改称）
Lernanthropus chrysophyrs Shishido, 1898

宿主：クロダイ Acanthopagrus schlegelii (=Sparus 

longispinis, Sparus macrocephalus, Acanthopagrus 

schlegeli) 

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (神奈川県諸磯湾：
宍戸 , 1898)，日本海 (新潟県両津大橋：Ho & 

Do, 1985；新潟県佐渡近海：Honma & Kitami, 

1995)，瀬戸内海 (－：Yamaguti, 1936)，東シナ
海 (熊本県富岡，Shiino, 1955)

備考：本種は，当初「くろだいのれるなんす

ろぱす」と呼ばれた (宍戸 , 1898)．しかし，「タ
イヒトガタムシ」の改称の経緯にならい，本
種を「クロダイノヒトガタムシ」と改称する．
上記宿主に関して，Yamaguti (1936)が報告し
た Sparus longispinisは近年の分類ではナンヨウ
チヌ Acanthopagrus berdaに相当する．しかし，
採集地の瀬戸内海にはナンヨウチヌは生息せ
ず，当時のわが国の研究者はクロダイを Sparus 

longspinisと記したので  (例えば Kinoshita, 1936)，
本目録ではクロダイとした．本種はオースト
ラリア産クロダイ属魚類にも寄生する (Byrnes, 

1988; Byrnes & Rohde, 1992)．インド (Tripathi,1962; 

Pillai, 1985)，中国 (Song & Chen, 1976; Song & Kuang, 

1980)，台湾 (Liu et al., 2009a)からも記録がある．
本種はクロダイ属魚類に特異的に寄生する (Ho 

& Do, 1985; Liu et al., 2009a)．

ダツノヒトガタムシ（新称）
Lernanthropus cornutus Kirtisinghe, 1937

　異名リスト：Lernanthropus chamydotus 

Wilson, 1922 (Yamaguti, 1939); Lernanthropus 

tylosuri Richardi, 1880 (Cressey & Collette, 1970)

　宿主：ハマダツ Ablennes hians (=Tylosurus 

schistomatorhynchus)，ダツ Strongyluna anasto-

mella (=Ablennes anastomella)，テンジクダツ
Tylosurus acus melanotus (=Tylosurus melanotus)，
オキザヨリ Tylosurus crocodilus crocodilus (=Ty-

losurus crocodilus) 

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (静岡県舞阪：Yamaguti, 

1939)，日本海 (新潟県達者・佐渡海峡：Shiino, 

1965；新潟県佐渡：Ho & Do, 1985；新潟県佐
渡近海：Honma & Kitami, 1995)，瀬戸内海 (岡
山県児島湾：Ho & Do, 1985)，－ (Cressey & 

Collette, 1970)

備考：本種は，ダツ科魚類に寄生すること
から「ダツノヒトガタムシ」の新標準和名を提
案する．本種は，サガミヒトガタムシと同様
に，南北太平洋，南北大西洋，インド洋の熱
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帯・亜熱帯水域および温帯南部水域に広く分
布する (Cressey & Collette, 1970)．近隣では中国
(Song & Chen, 1976; Song & Kuang, 1980)，台湾
(Cressey & Collette, 1970; Liu et al., 2009a)，韓国
(Cressey & Collette, 1970; Kim, 1998)，極東ロシ
ア (Markevitch & Titar, 1978)から記録がある． 

ニベノヒトガタムシ（新称）
Lernanthropus gisleri van Beneden, 1852

宿主：ニベ科の 1種 Sciaenidae gen. sp. (=Sciaena 

sp.) 

寄生部位：鰓 

地理的分布：東シナ海 (有明海：Yamaguti, 

1936)

備考：本種は，多くのニベ科魚類に寄生す
る (Kabata, 1979a)ことから「ニベノヒトガタム
シ」の新標準和名を提案する．本種は国外では，
大西洋，地中海，ベルーギ沿岸 (Kabata, 1979a)

のほか，オーストラリア (Kabata, 1979b)や中国
(Song & Chen, 1976; Song & Kuang, 1980)にも分
布する．

ブリノヒトガタムシ（改称）
Lernanthropus seriolae Shishido, 1898

宿主：ブリ Seriola quinqueradiata

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (相模湾・東京湾：宍戸 , 

1898)

備考：本種は，当初「ぶりのれるなんすろぱ
す」と呼ばれた (宍戸 , 1898)．しかし，「タイ
ヒトガタムシ」の改称の経緯にならい，本種の
標準和名を「ブリノヒトガタムシ」に改称する．
原記載以後，本種は見つかっていない．

Lernanthropus sp. 1

宿主：アオダイ Paracaesio caerulea (=Paraca-

esio caeruleus), メ ダ イ Hyperoglyphe japonica 

(=Mupus japonicus), コショウダイPlectorhynchus 

cinctus

寄生部位：鰓 

地理的分布：－ (木原 , 1960)

備考：目黒寄生虫館に保管されている標本
について木原 (1960)がまとめた記録に基づく．
詳細は不明である．下記種と区別するため，便
宜的に sp. 1とした． 

Lernanthropus sp. 2

宿主：イスズミ Kyphonus vaigiensis

寄生部位：鰓 

地理的分布：－ (西村 , 1983)

備考：西村 (1983)による記録は図鑑に掲載
されたものであるが，本邦産イスズミからはヒ
トガタムシ類の記録がないため，ここに掲載し
た．上記種と区別するため，便宜的に sp. 2と
した． 

シンヒトガタムシ属（新称）
Genus Lernanthropsis Do, 1985

本属は，ヒトガタムシ属から新たに分離・創
設された (Ho & Do, 1985) ことから「シンヒト
ガタムシ」の新標準和名を提案する．

シシドヒトガタムシ
Lernanthropsis mugilii (Shishido, 1898)

異名リスト：Lernanthropus mugilii Shishido, 1898 

(宍戸 , 1898) ; Lernanthropus mugilis Shishido,1898 

(Yamaguti, 1936；山口, 1947) ; Lernanthropus shishidoi 

Shishido, 1898 (Shiino, 1955) ; Lernanthropus shishidoi 

Shiino, 1955  (椎野，1957；木原，1960；市原ら，1963) 

宿主：ボラMugil cephalus cephalus (=Mugil cephalus)

　寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (宮城県松島：Shiino, 

1955；東京湾：市原ら，1963；三重県伊勢湾：
Shiino, 1955)，瀬戸内海 (－：Yamaguti, 1936；

ヒトガタムシ科カイアシ類の目録
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岡山県児島湾：Ho & Do, 1985)，東シナ海 (熊本県
富岡：Shiino, 1955)，－ (宍戸 , 1898；木原 , 1960)

備考：本種は，当初「ぼらのれるなんすろ
ぱす」と呼ばれた (宍戸 , 1898)．しかし，椎
野 (1957) が本種を「シシドヒトガタムシ」
と記したので，本目録でもそれに従う．本
種の種小名には歴史的に混乱が見られたが 

(mugilii → mugilis → shishidoi：Yamaguti, 1936; 

Shiino, 1955)，Kabata (1979b) によって mugilii

に統一された．本種はオーストラリア (Kabata, 

1979b)，台湾 (Ho et al., 2008)，韓国 (Kim, 1998)，
極東ロシア (Gusev, 1951; Markevitch & Titar, 1978)

からも報告がある．図鑑に本種に関する解説が
ある (山口 , 1947; 椎野 , 1957)．

アシナガヒトガタムシ属（新称）
Genus Mitrapus Song & Chen, 1976

本属の新標準和名については，下記のアシナ
ガヒトガタムシの備考を参照のこと．

アシナガヒトガタムシ（新称）
Mitrapus heteropodus (Yü, 1933)

異名リスト：Lernanthropus heteropodus Yü, 1933 

(Yamaguti, 1936, 1939) 

宿主：コノシロ Konosirus punctatus (=Konosirus 

(Clupanodon) punctatus，Dorosoma thrissa)

寄生部位：鰓 

地理的分布：北太平洋 (静岡県浜名湖：
Yamaguti, 1936, 1939)，瀬戸内海 (岡山県児島湾：
Ho & Do, 1985)

備考：本種の第 4胸脚外肢が極めて長いこと
から「アシナガヒトガタムシ」の新標準和名を
提案する．Yamagutiによって 1936年と 1939年
に発表された本種の報告に関して，両者は宿主
の学名こそ違ったものの，その記載内容と計測
値は同一であり，調べた材料は同じものと判
断される．関連して，Yamaguti (1939)は宿主を
Dorosoma thrissa (近年の分類では Clupanodon 

thrissaに相当) と報告した．しかし，この学名
の魚種は中国沿岸などに生息するものの日本に
分布しないニシン科魚類であり，採集地の浜
名湖に生息する本科魚類はコノシロのみであ
るので，本目録ではコノシロとみなした．ア
シナガヒトガタムシは中国 (Yü, 1933; Song & 

Cheng, 1976; Song & Kuang, 2000)と台湾 (Ho et 

al., 2011)にも分布する．

ヨロイヒトガタムシ属（新称）
Genus  Sagum Wilson, 1913

本属の標準和名については，下記のヨロイヒ
トガタムシの備考を参照のこと．

ヨロイヒトガタムシ（新称）
Sagum epinepheli (Yamaguti & Yamasu, 1960)

異名リスト：Pseudolernanthropus epinepheli 

Yamaguti & Yamasu, 1960 (Yamaguti & Yamasu, 

1960)

宿主：キジハタ Epinephelus akaara

寄生部位：鰓 

地理的分布：瀬戸内海 (兵庫県垂水：Yamaguti 

& Yamasu, 1960)

備考：本種の新標準和名は，細かな歯状突
起を多数有する背板が鎧 (よろい) のように
見えることに因む．本種に対し，Yamaguti & 

Yamasu (1960)は新属 Pseudolernanthropusを創
設した．しかし，インドで得られた本種の分類
学的位置を検討した Pillai & Sebastian (1967)は
本種を Sagum属に移した．本種はインド (Pillai 

& Sebastian, 1967)と台湾 (Ho et al., 2011)にも分
布する．

今後の研究課題

本目録によって，わが国では 1898-2011年の
過去 113年間に 11種と未同定種 2種のヒトガ
タムシ類が報告されていることが明らかになっ
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た．近隣地域と比較すると，中国から18種 (Cressey 

& Collette, 1970; Song & Kuang, 1980)，台湾か
ら 18種 (Ho et al., 2011)，韓国から 2種 (Kim, 

1998)，極東ロシアから 3種 (Markevitch & Titar, 

1978)が記録されている．また，インドとその
周辺海域からは 44種が記録されている (Pillai, 

1985)．ヒトガタムシ類が熱帯・亜熱帯水域に
多く見られ，わが国の南西諸島等の亜熱帯水域
での調査が不十分であることを考えると，筆者
らは日本産ヒトガタムシ類の種数は今後さらに
増えると考えている．ちなみに，これまでに沖
縄県や鹿児島県からヒトガタムシ類の記録は
まったくなく，わが国の亜熱帯水域における調
査の必要性は極めて高い．
ヒトガタムシ類は水産上重要な海水魚に寄生

するにもかかわらず，既知種に関する情報は余
りにも少ない．例えば，ブリノヒトガタムシは
1898年にわが国で新種記載されて以来，国内
外から採集されたことがない．また，ニベノヒ
トガタムシは未同定のニベ科魚類から採集され
たものの，その宿主名は不明である．こうした
ヒトガタムシ類とその宿主に関する情報の欠如
は，寄生性カイアシ類に関心をもつ研究者の少
なさが大きな原因であるが，水産上重要な魚種
は標本の入手が容易であることから，意識的に
それらを得て，寄生虫を採取して再記載し，ま
た宿主範囲を特定することが必要である．
過去にわが国で行われたヒトガタムシ類の研

究は，すべて分類に関するものである．寄生個
体数の季節変化や年変化，宿主特異性など生態
学的研究に加えて，成熟や成長，幼生の発育な
ど生活史に関する研究が望まれる． 

他国で知られているヒトガタムシ類の養殖
魚への寄生 (例えばManera & Dezfuli, 2003)は，
これまでのところ，わが国では報告されていな
い．しかし今後，養殖対象魚の多様化に伴い，
特に暖海域で養殖される魚類にヒトガタムシ類
が寄生することは十分に考えられる．この意味
からも，上述した亜熱帯水域においてヒトガタ
ムシ類相を研究する意義は高いと言えよう．
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